
請願第１号 
 

１８歳までの医療費の無料化を求める請願 
 

紹介議員 小 林 卓 矢   
 
（請願趣旨） 

恵庭市の調査によると、現在子どもの人口は減少傾向にあり、令和５年の年少人口は１１．

９％まで落ち込んでいます。令和４年度の合計特殊出生率も過去最低の１．３０（国は１．２

０）であり、子育て世代にとって出産および子育てはますます厳しい状況にあることが分かり

ます。 
１８歳までの医療費助成が道内１３３市町村まで拡大しており、札幌市では令和６年４月か

ら中学生までの入院・通院費の助成が開始され、令和７年４月からは高校生までの拡大が予定

されています。一方、恵庭市では中学生までの入院費の助成の他、令和４年に小学校６年生ま

での通院が助成対象となり、令和６年１０月２日の厚生消防常任委員会において、令和７年４

月から通院費は中学３年生まで、入院費は高校３年生まで助成を拡大することが報告されまし

たが、依然として高校３年生までの通院費は助成対象外とされています。 
恵庭市議会においては、高校生までの通院費助成を拡大した場合、高校生の受給対象者数は

約２，０００人で助成額は約２，７００万円と推算しました。 
恵庭市の未来を支える子どもたちが安心して生活でき、そして少子高齢化の流れを少しでも

抑制するには子育て世代の負担軽減は必要不可欠であり、助成の更なる拡充や、所得制限の撤

廃など、早急な対策が求められます。 
 
（請願事項） 

所得制限を無くし、子ども医療費（通院・入院）の１８歳年度末までの無料化を求めます。 
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